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◇誕生日会 

１病棟 １２月 ５日（火） 
 ２病棟 １２月 ４日（月） 
 ３病棟 １２月 ８日（金） 

      各病棟デイルーム １４：００～ 

◇キャンドルサービス 
全病棟 １２月２５日（月） 

私は青い空、きれいな海、白い砂浜

のある夏の沖縄が大好きです。波の

音を聞きながら砂浜を歩くと、疲れ

た体がとても楽になります。滞在中

は毎日いろいろなビーチに出かけ

ます。シュノーケリングで海の中を

見ながら、海中の浮遊感を感じ、ボ

ーッと浮かんでいる時が何よりも

贅沢な時間です。 

1病棟 介護福祉士 

大草
おおくさ

 めぐみ 

趣味：韓国ドラマを 

見ること 

サンマ釣り大会 

 

お弁当を作ろう 

 

誕生会風景 

秋の味覚収穫祭 

 

まずはサンマを釣って 

急
い
で
七
輪
へ 

美
味
し
く
な
ぁ
れ
！ 

お弁当の具材が大量に… 

侮るなかれ、配置一つでかなりの白熱ぶりです！ 思い思いに盛り付け 

秋の食材がゴロゴロと箱の中に… 原木に生えたシイタケも収穫 柿は干し柿に！手分けして干しました 

 

 

栗！ 



 病
院
短
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『
精
神
保
健
指
定
医
と
は
？
』 

精
神
保
健
指
定
医 

井
上 

雅
喜 

本
年
七
月
一
日
よ
り
常
勤
の
精
神
科
医
師
・
精
神
保
健
指
定
医
と
し
て
の
勤
務
を
開
始
し
て
半
年
近
く
経
ち
ま
し
た
。
前
任
の
冨
永
先

生
が
体
調
を
崩
し
て
お
休
み
に
な
っ
て
以
降
、
六
月
ま
で
交
代
で
業
務
を
こ
な
し
て
下
さ
っ
て
い
た
精
神
科
非
常
勤
の
先
生
方
に
は
本

当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。 

と
こ
ろ
で
「
精
神
保
健
指
定
医
と
精
神
科
医
は
何
か
違
う
の
？
」
と
疑
問
を
お
持
ち
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
精

神
保
健
指
定
医
は
医
師
と
し
て
の
経
験
が
五
年
以
上
、
そ
の
う
ち
精
神
科
の
経
験
が
三
年
以
上
の
者
が
国
の
指
定
す
る
研
修
を
受
け
、

所
定
の
症
例
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
で
与
え
ら
れ
る
国
家
資
格
で
す
。 

精
神
科
へ
の
入
院
手
続
き
に
つ
い
て
は
精
神
保
健
福
祉
法
と
い
う
法
律
で
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
た
際

に
精
神
保
健
指
定
医
が
診
察
を
行
な
い
、
ご
家
族
等
か
ら
お
聞
き
し
た
病
状
経
過
な
ど
と
合
わ
せ
、
治
療
目
的
、
ご
本
人
の
身
を
守
る

目
的
で
入
院
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
ご
本
人
が
入
院
の
必
要
性
を
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ご
本
人
の
同
意

に
よ
る
「
任
意
入
院
」
の
手
続
き
を
取
り
ま
す
。
ご
本
人
の
理
解
力
・
判
断
力
が
十
分
で
な
く
入
院
の
必
要
性
を
ご
理
解
頂
け
な
い
場

合
は
「
医
療
保
護
入
院
」
と
い
う
手
続
き
を
取
り
ま
す
。
こ
れ
は
ご
本
人
の
代
わ
り
に
ご
家
族
等
の
同
意
を
頂
く
も
の
で
す
。
ど
ち
ら

も
国
が
定
め
る
書
式
の
「
同
意
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

医
療
保
護
入
院
は
医
学
的
に
必
要
と
は
言
え
ご
本
人
の
意
思
に
よ
ら
な
い
入
院
で
す
の
で
、
病
気
の
経
過
と
現
在
の
症
状
に
つ
い
て
記

載
し
た
「
入
院
届
」
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
（
ま
た
は
政
令
指
定
都
市
）
に
提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院
期
間
が
一
年

を
超
え
る
場
合
は
入
院
継
続
の
必
要
性
に
つ
い
て
記
載
し
た
「
定
期
病
状
報
告
書
」
を
一
年
ご
と
に
提
出
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
書
類
を

作
成
す
る
の
も
精
神
保
健
指
定
医
の
業
務
で
す
。 

 

作業療法科 だより 作業療法士 小島 大輔 

 

日常の一コマ 

免
疫
力
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
は
、
実
は
「
腸
」

で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
人
間
の
免

疫
力
は
20

代
を
ピ
ー
ク
と
し
て
加
齢
と
と
も
に

衰
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
免
疫
力
の
低
下
で

風
邪
や
感
染
症
に
か
か
り
や
す
か
っ
た
り
、
癌
等

の
重
篤
な
疾
病
を
発
症
し
た
り
す
る
可
能
性
が
高

く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

腸
は
食
べ
物
を
消
化
吸
収
す
る
だ
け
で
な
く
、
全

身
の
免
疫
を
司
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
腸
に
は
病

原
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
退
治
し
て
く
れ
る
「
免
疫
細

胞
」
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
全
身
の
７
割

を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
腸
内
細
菌
は
千

種
千
兆
個
を
超
え
、
腸
内
細
菌
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
、
そ
の
結
果
、
免
疫
細
胞
が
活
性
化
し
、
免
疫

力
が
向
上
す
る
の
で
す
。 

腸
内
細
菌
を
整
え
る
た
め
に
は
、 

 

①
食
事
時
は
食
物
繊
維
か
ら
先
に
摂
る 

（
最
初
に
体
内
に
入
っ
て
来
た
も
の
か
ら 

積
極
的
に
吸
収
し
よ
う
と
す
る
た
め
） 

②
腸
を
温
め
る 

（
0.5

℃
体
温
が
上
が
れ
ば
免
疫
力
が 

30

％
上
が
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
） 

③
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い 

 

こ
れ
ら
を
取
り
入
れ
、 

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
し
て 

い
き
ま
し
ょ
う
。 

１
病
棟 

看
護
師 

 

井
手 

利
恵
子 

今月は１病棟の吉尾さん（女性・83 歳）をご紹介します。東京

都大田区のご出身で 4 人兄弟の 2 番目として生まれました。大学

を卒業後、7 年ほど百貨店の事務をされていたそうです。結婚歴

はありますが子供はおらず、今ではご兄弟も弟さん一人となり、

入院されるまでの生活歴はほとんど分からない状態でした。 

令和１年頃より、「小人がいる」「大人の男がタンスの上に座って

いる」などの幻視がみられるようになり、高齢者医療センターを

受診したところ、レビー小体型認知症と診断を受けて入院するこ

とになりました。2 ヶ月後に自宅退院となったものの、自己判断

で通院をやめてしまって精神症状はさらに悪化、警察に保護され

る事態にまで発展したそうです。 

この前の暑かった夏がもう懐かしく感じられるほど朝晩の冷え込みが強くなり、季節の移ろいを感じます。ところで

皆さんは秋～冬といえばどんな食べ物が思いつきますか？私はやっぱりさつまいもです。さて、今月の作業療法室だ

よりはそんな旬の味覚“さつまいも”を患者さんと一緒に収穫したお話をしたいと思います。 

実はこのさつまいも、去年は不作で数える程しか収穫できませんでした。今年はどうでしょう？期待と不安の中、長

靴に履き替え腰を落としながら掘っていきます。「こっちはもうありませんねぇ」「凄いの出てきたよ！」無我夢中で

掘り進め、終えると猫車いっぱいになっており「そんなに乗るかね～？」 

と心配の声も聞かれる程たくさん収穫できました。収穫の後はお茶を啜り

ながら「こんなにいっぱい何を作ろうかね？」「大学いもでしょ！」「落ち

葉で焼き芋なんかどうですか？」と皆さん食べる話に花が咲きます。 

収穫も勿論ですがやはり食べる事は楽しみでもあり、普段なかなかご飯を

召し上がってくれない患者さんも試食会では食べる意欲が湧いてくる方

もいます。そんな患者さんの食欲を沸き立たせる一品は毎年の悩みでもあ

り楽しみでもあります。さぁ今年は何を作ろう…。美味しそうに食べる患

者さんの顔を想像するとこちらも笑顔になります。 

2 回目の入院をした吉尾さんは、病棟内を絶えず動き回り、介護に対する拒否や暴言が目立つようになりました。

精神症状を抑えるための内服調整をするも上手くいかず、半年後には食事も全くとれなくなり、さらには誤嚥性肺

炎を繰り返し、ベッド上で全介助の状態となってしまいました。入院先の病院から紹介を受けて、当院に入院した

のが令和 4 年５月。当時の体重はなんと 28.5 ㎏だったそうです。 

入院後の吉尾さんは「お母さーん！！」と大声を出したり、急に顔を真っ赤にしながら怒り始めたりして、特に夜

間に落ち着かなくなる傾向にありました。そこで、薬の調整をするとともに、スタッフが常に寄り添って吉尾さん

の話に耳を傾けたところ、徐々に精神症状も落ち着いてきました。また、根気強く食事の介助を続けた結果、１ヶ

月後にはリクライニング車椅子に乗車できるまでに体調も回復し、食事も自力で食べられるようになりました。そ

して 3 ヶ月後には作業療法に参加して他の患者さんやスタッフとも会話をするようになり、表情も明るくなってい

きました。時折、大声や奇声などの症状は出るものの、トイレ誘導により排泄も可能となり、落ち着いて過ごせるきました。時折、大声や奇声などの症状は出るものの、トイレ誘導によ

り排泄も可能となり、落ち着いて過ごせるようになりました。 

早いもので入院から 1 年 6 ヶ月。体重も 40 ㎏に増加し、食事の時間が

待ち遠しい様子です。また、レクリエーションの時には「私、ルンバと

ジャズを聴くと落ち着くの」と話してくれたり、誕生日会では患者さん

代表で元気良く挨拶をして下さったり、とても穏やかに過ごせています。 

これからも吉尾さんが笑顔でお元気に過ごせるように、スタッフ一同力

を合わせて頑張っていきたいと思います。 

１病棟 看護師 岩田 恵湖 

令
和
六
年
四
月
以
降
は
医
療
保
護
入
院
の
手
続
き
が
さ
ら
に

厳
格
化
さ
れ
て
、
半
年
を
超
え
る
入
院
が
必
要
な
場
合
に
は
半

年
ご
と
の
入
院
期
間
「
更
新
」
と
い
う
形
に
な
り
「
更
新
届
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
予
定
で
す
。
「
更
新
」
の
際
に
は
そ

の
都
度
ご
家
族
等
の
同
意
書
記
載
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
る
見
込
み
で
す
。 

こ
れ
ら
の
法
的
手
続
き
の
他
、
精
神
科
専
門
医
と
し
て
精
神
科

的
な
診
断
と
治
療
も
も
ち
ろ
ん
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

三
十
年
以
上
精
神
科
医
療
に
従
事
し
て
い
て
も
ま
だ
ま
だ
勉

強
が
足
り
な
い
と
痛
感
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
少
し
で
も

患
者
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

い
き
い
き
看
護
・介
護 


